
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                                                                                     

 
 
 
                        

自主避難の家族も受け入れて！の声に 
冷たくＮＯという人権文化部 
被災者住宅用のお風呂は壊れたまま・・・ 
 
箕面市は被災者支援として、避難者には市

営住宅などの提供をおこなっていると、プレ

ス発表や市のＨＰで公言しています。しかし、

福島から子どもと自主避難するために箕面市

にＳＯＳを求めてきた被災者に対し、市はこ

の要請を拒否。自費で避難先を探し、住居を

求め、子どもを就学させるのは、たいへんな

負担です。なぜ、被災者に寄り添った支援が

できないのかと、悲しくなります。 

自主避難地域からの避難者には国からの助

成がない＝箕面市の負担となるかもしれませ

んが、人道的立場で市営住宅他の提供をおこ

なうべきであったと思います。他市ではこの

ようなケースの場合であっても支援しており、

被災者支援の窓口が人権文化部であるだけに

「どうして？」という思いになります。 

また、１０戸あった被災者用に確保した市

営住宅には、2世帯が入居。1世帯は火事で被

災した市民が緊急避難しました。残りの７戸

はお風呂が故障して使えず、市は「それでも

いいという世帯のみ受け入れる」という立場 
 

 
 

 

 

 

 

場を崩しません。いち早く被災者支援に乗り

出したと豪語する市は、見えないところでは

とても冷たい対応です。 

 
放射性物質の検査は、 

「基準値を超えた」食材が公表された 

産地からの仕入れがあったときだけ。 

 
また、公立の学校や保育所の給食について、

市は産地の公表や放射性物質の検査をおこな

うと発表しました。でも、実態は「暫定基準

値」（例えば、野菜：セシウム５００ベクレ

ル／１Ｋｇ）などという厚生労働省の暫定基

準をもとに、「基準値」を超えたという発表

があった産地から仕入れる場合に限って検査

をおこなう、というものなので、まず検査に

は至らないだろうと思われます。 

問題は、「暫定基準値」を子どもたちの給

食の「安全基準」としている点です。「暫定

基準」は一刻もはやく見直すべきと国際放射

線防御委員会（ＩＣＲＰ）からも勧告されて

います。国基準を踏襲しておけば、責任は市

にはないという姑息な姿勢では、子どもたち

の安全は守れません。自治体の誠意ある主体

的な姿勢が問われています。 

 

中西とも子の議会報告 
●発 行 ：  箕 面 市 議 会 ・ 市 民 派 ネ ッ ト 
〒５６２－０００１ 箕面市西小路４－６－１  （市民派ネット控え室）  ７２４－６７０３ 

☆★箕面市議会「市民派ネット通信」

号
外

  
2
0
1
1
年
 
1
0
月

福島からの“自主避難者”は支援しない 
学校給食の放射性物質検査はカタチだけ！？

＊
「被災者支援」「学校給食」からみえたものは・・・？ 



新規の役員が決まりました。 

議長選出に丸１日費やす、 

という相変わらずの「儀式」 

 

市民派ネットから、 

「議会改革案（経費削減案）」を 

各議員に呼びかけました！  

 

箕面市議会では、幹事長会議で定数につい

て議論され、複数の会派から「２～３人削減」

という提案がありました。 
● 賛成会派（自民・公明・民主）･･･経費の 
削減になる。 
● 反対会派（市民派ネット・共産）･･･市民 
の声が届かなくなる。 
 
そこで、市民派ネットはまず、無駄なもの

を削るべきではないかと訴え、以下の経費削

減提案を全議員に呼びかけました。 
（要旨） 
議員定数削減については、全国都道府県議

会議長会でも、「議員定数削減は行政サービス

の低下を招く」という見解を示しています。 
私たちは、議員定数の削減は（１）住民の声

を代弁するという代表機能の低下（２）議会

のチェック機能の低下、（３）情報開示・審議

機能の低下（４）意思決定や提案機能の低下

につながると考えています。そこで、昨今の

社会情勢を配慮して、改めて議員定数削減に

よらない方法による「経費の削減」を以下の

方法で実践しようと提案しました。 
 
◆公用車の廃止（議会用）    約４１４万円 
◆期末手当の役職加算分の廃止 約１２８０万円 
◆審議会報酬見直し（競艇審議会）約５００万円 
 なお、今後は「議員年金の自主的一部返還」

という課題もあります。 
 

幹事長会議では、結局、定数削減案は全会

派一致とはならず、また市民派ネットの提案

は定数削減問題とは異なるということで、議

論になりませんでした。今後１２月議会で再

度提案を検討していきます。（定数については

前回は１２月議会で条例改正案が提出され、

可決された経緯があります） 

 

 

    

 

 

議長／西田議員（公明） 

副議長／印藤議員（自民） 

監査／神田議員（共産） 

●なお、市民派ネットの各担当は以下の通り。 

尾上議員／文教常任委員、彩都・箕面森町地

域整備特別委員会、幹事長 

中西議員／総務常任委員、議会運営委員 

森岡議員／建設水道常任委員、交通対策特別

委員、議会だより編集委員 

 

                                                                       みなさんの声を 
市や議会に届けてください！ 

＊ 
●市へ   ０７２－７２４－６７２３ （電話） 
      ０７２－７２３－５５３８  （ＦＡＸ） 

●議会へ ０７２－７２４－６７０５ （電話） 
        ０７２－７２４－１５６８ （ＦＡＸ） 

 

“持続可能なまちづくりを考える”第５回 

市民派ネット 連続講座 
「北急延伸で、未来はばら色？！」 

～賛成ｏｒ反対？徹底検証～ 

●●● 

１１月 ５日（土） １４時～  

場所：グリーンホール ２階（市役所本館西） 

＊ 箕面市交通政策課の担当職員さんか

らの説明もあります。 

＊ 今回は、各議員から課題提起を行い

ます。 

連絡先：電話＆FAX  ０７２－７２４－６７０３ 

 （市民派ネット議会控え室） 


